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区民が創る「みどりの都市」杉並杉並区２１世紀ビジョン
私たちのまちの将来像

＜ＩＳＯ１４００１の「環境方針」を達成するための主な「環境目的・環境目標」＞

環　境　目　標環境目的

○１７年度までに１１年度に対して、電気１０％、ガス５％、水道１０％、用紙
２０％、ガソリン１０％、それぞれ使用量を削減する  　　

省資源・省
エネルギー
の推進

○庁有車の低公害車率を１７年度までに６５％とする。ごみ収集車について
は、同年度までに１００％ＬＰＧまたは天然ガス車とする○区役所への物品
納入時における低公害車の使用を働きかける

大気汚染お
よび水質汚
濁の防止

○ダイオキシン発生防止のため、１７年度までに小型焼却炉を３００基回収す
る○フロン使用機器は適切に管理し、廃棄時には適切に処理する。新規に
は、特定フロンを使用しない機器を導入する

化学物質の
適正管理

○環境に配慮した物品を購入し、１７年度までに適用率を１００％とするグリーン購
入の推進

○建設機械は、排出ガス対策型および低騒音・低振動型を使用する○建築
工事の型枠について、１７年度までに非熱帯材使用量を９０％にする

環境に配慮
した公共工
事の実施

○区役所からの廃棄物を、１７年度までに１１年度に対して２０％削減する○ペ
ットボトルの回収拠点を、１５年度までに４００箇所設置し、順次拡大していく
○事業者に対して、プラスチック容器使用抑制を働きかける○建設副産物
を削減するため、１７年度までにアスファルト塊・コンクリート塊は９５％、
建設発生木材は７０％、建設発生土は土木工事１００％、建築工事７０％のリサ
イクル率を達成する

ごみの発生
抑制・リサ
イクルの推
進

○１３年度中に保護樹木１９００本、保護樹林６７ha、保護生け垣６０００ｍを指定
し、保全していく○区民による地域緑化ボランティアを組織化するため、
（仮称）みどりのリーダー制度を創設・運営する○区民がみどりの中で憩
え、都市景観や防災性の向上を図るため、地域公園を整備する

みどりの
保全

○水辺広場を整備するための調査研究を行う○湧水を保全するための調査
研究を行う水辺の創出

○区民主体のまちづくりを推進するため、（仮称）まちづくり条例を制定
する○まちなみづくりに貢献している建物等を選定し、「まちデザイン
賞」として表彰する

景観の保全

○水循環や総合治水対策の一環として、毎年度５０戸の民間施設に、雨水浸
透施設の助成を実施する○区道等の透水性舗装を１４年度までに毎年度６３００
�、１７年度までに毎年度７８００�実施する

雨水流出抑
制対策

○環境美化を含む環境配慮行動に取組む区民・事業者をエコスタッフとし
て、区と協働して環境配慮行動を定着させていくため、１７年度までに５０００
人を登録する○区民の環境配慮行動に対して、表彰制度を実施する

区民・事業
者と行政の
協働

※「環境目的・環境目標」は全部で５３項目を定めていますが、ここでは主なものを掲載
しています。
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杉
並
区
長

た
く
さ
ん
の
「
花
の
名

所
」
の
あ
る
杉
並
に

【基本理念】
　杉並区は、武蔵野の面影を残すみどりと水に恵まれた良好な住宅都市としての性格を
維持してきました｡しかし、都市化の進展は、農地の転用や土地の細分化による緑地の減
少、景観の悪化、幹線道路沿いの自動車公害等の都市・生活型公害を引き起こし、これ
まで杉並のまちが維持してきた環境の快適性は失われつつあります。
　みどり豊かな環境は、区民のいのちと健康を支える基盤となるものです。また、個性
と美しさに満ちた魅力的なまちなみは、快適環境都市の源として欠かせません。杉並区
は、歴史的にこのまちを特徴づけてきたみどりや水辺などの自然とのふれあいを大切に
するとともに、区民・事業者との協働のもと、区民のくらしと環境が調和した、自然豊
かな魅力あるまちをつくります。
　一方、地球温暖化やオゾン層の破壊など、今日の環境問題は、ますます深刻になって
います｡大量生産、大量消費、大量廃棄という社会経済的な仕組みのもとにおける事業活
動や日常生活が、地域の問題にとどまらず、地球規模で環境に影響をおよぼしています。
　このような認識のもとに、杉並区は、次の世代に対する責任として地球環境に負荷を
与えない持続的発展が可能なまちをつくります。
　２１世紀にあたり杉並区は、「区民が創る「みどりの都市」杉並」をまちの将来像に掲げ、
環境保全、環境配慮の両面にわたり積極的に新しい施策を展開していきます。さらに、
これらの施策をここ杉並から発信することで環境先進都市として、その責務を内外にわ
たり果たしていきます。

【基本方針】
１　区内最大の事業者として、環境に配慮した視点に立って事務事業を行っていくため、
省エネルギー・省資源、大気汚染の防止、環境への負荷を最低限度に抑えた公共工事
及び化学物質等の適正管理並びに環境に配慮した製品の購入を積極的に推進していき
ます。
２　区民、事業者の協力のもと、ごみの発生抑制、リサイクル、再資源化を徹底し､循環
型社会（ゼロエミッション型社会）づくりをめざします｡
３　みどりを未来に引き継ぐ共有の財産とし、公園など公共のみどりを増やすとともに、
住宅地の緑化を支援するなど、みどりや水辺などの自然をよみがえらせ、さまざまな
生き物が生息できる、うるおいのある美しい住環境をつくりだします。
４　景観に配慮したまちづくりと公共空間、公共施設の美化を進め､魅力ある快適なまち
なみをつくります。
５　区民の健康で安全な生活を確保し、地球環境を保全するために、環境に関する法令
や条例等を遵守して環境汚染の予防に努めます。
６　環境方針を達成するために環境目的・目標及び行動計画を設定するとともに、定期
的に見直しを行い､環境マネジメントシステムを継続的に改善していきます。
７　環境方針を文書化し、全職員に周知するとともに一層の意識向上を図り、地域の規
範となるよう環境保全に関し率先して行動します。
８　環境方針を、広く内外に公表して、あらゆる人に環境への関心を持ってもらうと同
時に、区民・事業者の環境保全活動、環境配慮行動を側面から支援します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　平成１３年４月１日　　　　　　　　　杉並区長

杉並区環境方針
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１
４
０
０
１

認
証
取
得
に
関
す
る
ご
質
問
、

認
証
取
得
に
関
す
る
ご
質
問
、

ご
意
見
を
、
フ
ァ
ク
ス

ご
意
見
を
、
フ
ァ
ク
ス　

５
３
５
３

FAXFAX

９
７
‐
９
１
３
６

９
７
‐
９
１
３
６
や
区
の
ホ
ー

や
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い
ま

ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
す
。【

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

【
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
と
は
】
環
境
調
和

ス
テ
ム
と
は
】
環
境
調
和

型
の
行
動
を
自
主
的
に
取

型
の
行
動
を
自
主
的
に
取

組
ん
で
い
く
た
め
の
仕
組

組
ん
で
い
く
た
め
の
仕
組

み
で
、
計
画
↓
実
施
↓
点

み
で
、
計
画
↓
実
施
↓
点

検
↓
見
直
し
↓
計
画
の
サ

検
↓
見
直
し
↓
計
画
の
サ

イ
ク
ル
か
ら
な
り
ま
す
。

イ
ク
ル
か
ら
な
り
ま
す
。
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　ボランティア国際年の意義を多くの方に知っていただくた
め、杉並区では、ポスター、ロゴマーク、キャッチコピー（標
語）を募集します。皆さんの力作をお待ちしています。

対象規格種目

区立小中学校児童・生徒大きさ５４�×３８�ポスター

区内在住・在勤・在学の方
※住所、氏名（フリガナ）、
年齢、電話番号を記入してく
ださい。
郵送先：地域課地域係

「２００１　ボランティア国際年」
の文言を用いてください。
・Ａ４版用紙１枚につき１点
・彩色は自由（モノクロでも
使用できる配色にしてくださ
い）
・別紙に図案の説明を記入し
てください。

ロゴマーク

３０字程度（以内）キャッチコピー
（標語）

締切りは、５月３１日�です。　
☆入選作品は、区におけるボランティア国際年のＰＲに使用し
ます（版権は区に属します）。

▲ボランティア国際年　ハーティーくん

　

福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
域

の
身
近
な
課
題
か
ら
、
環
境
問
題

な
ど
、
国
境
を
超
え
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
（
Ｉ
Ｙ

Ｖ
）
は
、
自
ら
の
意
思
で
社
会
の

課
題
に
取
り
組
み
、
活
動
を
通
し

て
自
分
や
ま
わ
り
の
人
を
輝
か
せ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
市
民
主

体
の
社
会
を
築
く
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
示
し
、
そ
の
力
を
強
め
て

い
く
た
め
の
年
で
す
。　

　

二
〇
〇
一
年
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
」
に
制
定
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

選
挙
監
視
員
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

赴
任
中
に
射
殺
さ
れ
た
ご
子
息
の

遺
志
を
継
い
だ
中
田
武
仁
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
す
。　
　

　

そ
れ
を
受
け
、
わ
が
国
が
行
っ

た
提
案
は
、
国
内
外
に
大
き
な
反

響
を
呼
び
、
一
九
九
七
年　

月
の

１１

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
は
、
①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
認
識
を

高
め
る
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参

加
が
促
進
さ
れ
る
環
境
を
整
備
す

る
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
る
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
す
る
、
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、　

世
紀
に

２１

向
け
て
「
物
の
豊
か
さ
に
は
限
度

が
あ
る
」「
心
の
豊
か
さ
を
す
す
め

る
」
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
世
界
各
地
で
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
国
で
も
、
各
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
確
認
す
る

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
誰
も
が
気
楽
に

参
加
で
き
る
催
し
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
に
お
い

て
各
種
事
業
を
日
本
国
内
で
推
進

す
る
民
間
組
織
と
し
て
、「
２
０
０

１
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
推
進

協
議
会
（
Ｉ
Ｙ
Ｖ
J
）」
が
あ
り
ま

す
。
Ｉ
Ｙ
Ｖ
J
が
、
全
国
か
ら
募

集
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

�
　

区
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
に
あ
た
り
、
数
々
の
記
念
事
業

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
課
地
域
係
へ
。

２
０
０
１
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
推
進
協
議
会
（
Ｉ
Ｙ
Ｖ
Ｊ
）

h
ttp
://w

w
w
.iyvj2

0
0
1
.
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ボ
ラ
ン
テ 
ィ 
ア 
国
際
年 

　
　
　
　
　
　

そ
の
意
義
と
目
的
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　ボランティア国際年の４つの目的を実現するために、区内の
各団体が様々な取り組みを行っています。
　それぞれの取り組みを広く知らせたり、講演会やシンポジウ
ム、ボランティア活動の交流会、活動を紹介する展示会を開催
したり、ボランティア体験などを企画して、ボランティアを知
りたい人、活動に参加したい人、活動を発展させたい人がつど
い、力を得てみんな輝く社会をめざすことのできるようなイベ
ントをつくりあげましょう。
　あなたの参加とアイデアを待っています。

【応募資格】中学生以上
【開催時期】６月～１２月
【回　　数】月に１回程度。６月中旬に第１回実行委員会を開催
【募集人員】２０名程度
【応募方法】応募用紙は、区役所１階および区民事務所地域活

動係で配布。５月３１日までに、ファクスFAX３３１４‐
３４２３または、郵送で地域課地域係へ。問い合わせ
も、地域課地域係へ。

　　�ボランティア国際年記念
　　　　　　　　　事業実行委員募集
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　　�団体のボランティア国際年記念
　　　事業を教えてください
　ボランティア国際年をきっかけに取り組まれる活動そのも
の、研修や集会、寄付や募金活動、特にこれまでにない発想に
よって新たなボランラィアのイメージをつくる活動、ＩＹＶの周
知を目的に行われる活動、ＩＹＶを記念して行われる事業、２００１
年ボランティアウィーク（１２月５日の世界ボランティアデーを
含む２００１年１２月１日�～９日�）に開催される各地の取り組み
などをぜひお寄せください。お寄せいただいた情報は、記念事
業の中で提供します。
　この機会にもっと多くの人に自分たちの団体の活動を知らせ
たい、参加してもらいたい方からの情報提供をお待ちしていま
す。

　�ポスター、ロゴマーク、
　　キャッチコピー（標語）を募集します
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

［日　　時］5月26日�　午前10時～午後4時（雨天決行）
［受付時間］午前9時30分～11時30分（スタート：午前10

時～）
［会　　場］スタート地点①井草森公園（井草4－12－1）

②セシオン杉並（梅里1－22－23）　　　　
ゴール地点：杉並区立第二小学校・校庭　　　
　　　　　　（成田西3－4－1）

［内　　容］コースを2本用意し、チェックポイントでは、
スタンプラリーやクイズなどの催しを楽しめ
ます。また、ゴール地点では、フリーマーケッ
トなどを企画しています。

　　　　　 ※昼食は各自ご用意ください。
［参加方法］当日スタート・チェックポイント地点にお集ま

りください。
［参 加 費］500円（小学生100円）
　　　　　 ※チャリティー資金になります。

◇当日のボランティア募集
　コースの誘導、チェックポイント・ゴール地点の担当な
　ど、はじめての方、大歓迎！
　オリエンテーション実施日
　　① 5月11日�　午後7時～
　　② 5月12日�　午後2時～
　　　※①、② のいずれかに参加してください　
　　会場：杉並ボランティアセンター
　　　　　（阿佐谷南1－14－8）
　申込み・問い合わせ：杉並ボランティアセンター　
　�　5306‐3939　FAX　5306‐6597
　E-Mail　LDR06261@nifty.com
　ホームページ　http://member.nifty.ne.jp/sugivolc

主　　催：杉並チャリティー・ウォーク実行委員会

（福）杉並区社会福祉協議会　杉並ボランティアセンター

共　　催：杉並区

後　　援：杉並区教育委員会

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年はははははははははははははははははははははははははははははははははボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララララララララララララララララ
　私たちは市民・企業・行政という顔ぶれで、昨年１１月より実行委員会をつくり、杉

並チャリティー・ウォーク２００１の開催に向けて取り組んでいます。

【趣旨】

　「杉並チャリティー・ウォーク２００１」は、ボランティア国際年を記念して行なう、

市民による市民活動の応援資金づくりを目標にしたチャリティー事業です。殊に、「未

来をつなぐ子どもたちのために」をコンセプトに福祉・環境・国際交流・まちづくり・

スポーツなど幅広い分野の市民活動を支える財源づくりを目指します。多くの人が楽

しみながら少しずつ資金を出し合うことで、明るい未来をつくるための市民活動を市

民が支えていく仕組みを考えています。

　２１世紀を担うための、新しい発想による新しい社会づくりに参加してください。

【目的】

○未来をつなぐ子どものための財源づくり

○子どもの健やかな育成と市民活動への応援

○新しいネットワークづくり（市民・企業・行政の協働）

○街とであい、人とふれあい、歩いて楽しむ
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ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１０

１
時
〜
２
時
（
０
時　

分
開

３０

場
）
【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
出

２３

１５

演
】
指
揮
＝
小
林
研
一
郎
／
管

弦
楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
【
曲
目
】
ス
ト
ラ

ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
＝
春
の
祭
典

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
交

流
課
へ
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
本
フ
ィ
ル

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

�
　

今
回
は
９
月
に
真
打
昇
進
が

決
定
し
て
い
る
若
手
落
語
家
、

金
原
亭
桂
太
さ
ん
の
登
場
で

す
。

�
　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１９

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）

３０

【
料
金
】
五
〇
〇
円
【
会
場
】

杉
並
会
館
（
上
荻
３
―　

―
２９

５
）
【
定
員
】
五
〇
名
（
先
着

順
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
文
化
･
交
流
協
会

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

�
　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

２２

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
・

３０

区
後
援
）
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
内
容
】
第
一
部
＝
歌
謡
愛
好

者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡

シ
ョ
ー
（
出
演
者
募
集
。
カ
ラ

オ
ケ
、
踊
り
、
楽
器
演
奏
。
選

考
有
）
／
第
二
部
＝
宮
路
オ
サ

ム
シ
ョ
ー
（
宮
路
オ
サ
ム
の
援

歌
て
ん
こ
盛
り
）
【
入
場
料
】

二
〇
〇
〇
円
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

協
力
金
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会

金
原
亭
桂
太
勉
強
会

▲金原亭桂太さん

�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト　

杉
並

in

宮
路
オ
サ
ム
シ
ョ
ー

は
、
宮
路
オ
サ
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
�

３
３
２
８
‐
０
０
０
８
へ
（
当

日
入
場
も
可
）
。

※
収
益
金
は
、
社
会
福
祉
法
人

「
済
美
会
」
が
運
営
し
て
い

る
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち

が
働
く
済
美
職
業
実
習
所
の

備
品
購
入
に
役
立
て
ま
す
。

�
　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
前

１２

　

時
〜
午
後
２
時
・
雨
天
の
場

１０合
は
、　

日
�
に
順
延
（
区
後

１３

援
）
【
会
場
】
善
福
寺
川
緑
地

公
園
緑
陰
広
場
（
成
田
東
２
―

７
）
【
内
容
】
昔
の
遊
び
、
ハ

ッ
ピ
ー
ゴ
リ
ラ
の
手
品
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
【
入
場

料
】
無
料
。

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
の

文
化
を
育
て
る
会
・
岡
田
�
３

３
１
６
‐
９
８
６
４
へ
。

�
　

【
日
時
】
５
月　

日
�
〜　

１２

１６

日
�
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（　

日
は
午
後
１
時
か
ら
、　

１２

１６

日
は
午
後
４
時
ま
で
・
区
後

援
）
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）
【
内

２２

３２

容
】
絵
画
七
〇
点
、
表
装
七
〇

点
を
展
示
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、  
燦
粋 
会
・

さ
ん
す
い

関
根
�
３
３
１
２
‐
８
８
７
１

へ
。

子
ど
も
の
た
め
の

２
０
０
１
年
春
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

絵
画
・
表
装
合
同
展

�
　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
予
言

し
た
重
力
波
を
と
ら
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
は
じ
ま
り

や
超
新
星
爆
発
の
中
心
部
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
表
面
な
ど
、
い

ま
ま
で
見
る
事
が
で
き
な
か
つ

た
新
し
い
宇
宙
の
姿
が
観
測
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
に
先
駆
け
て
完
成
し
た

重
力
波
望
遠
鏡
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
３
０

０
の
紹
介
も
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

２６

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
６
時

３０

３０

開
場
）
【
会
場
】
科
学
教
育
セ

ン
タ
ー
（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

【
講
師
】
国
立
天
文
台
・
藤
本

眞
克
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
五
年

生
以
上
の
方
（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
【
定
員
】
一
四

〇
名
（
先
着
順
）
【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

へ
。

�
　

お
い
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
韓

国
料
理
の
秘
密
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
６
月
２
日
�
午
前

　

時
〜
午
後
２
時
【
会
場
】
高

１０井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
５
）
【
講

師
】 
姜  
連  
淑 
さ
ん
（
韓
国
料
理

カ
ン 
ヨ
ン 
ス
ク

研
究
家
）
【
対
象
】
区
内
在

�
天
文
の
夕
べ

講
演
会

「
重
力
波
の
天
文
学
」

�
国
際
交
流
料
理
講
座

韓
国
料
理

―
韓
国
瑞
草
区
と
杉
並
区
と

の
友
好
都
市
締
結　

周
年
を

１０

記
念
し
て
―

住
・
在
勤
・
在
学
お
よ
び
当
協

会
会
員
の
方
【
定
員
】
二
九
名

【
参
加
費
】
一
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
、

国
籍
、
会
員
は
会
員
番
号
も
書

い
て
５
月　

日
（
消
印
有
効
）

１４

ま
で
に
杉
並
区
文
化
・
交
流
協

会
交
流
係
「
料
理
講
座
」
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

１４の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
交

流
係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

へ
。

�
　

パ
ソ
コ
ン
の
入
門
・
基
礎

を
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー

ド
」
を
使
用
し
な
が
ら
五
日
間

に
わ
た
っ
て
学
び
ま
す
。
専
門

家
に
よ
る
親
切
丁
寧
な
説
明
と

実
技
指
導
で
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
〜　

１１

１５

日
�
▽
午
前
の
部
＝
午
前　

時
１０

〜
正
午
▽
午
後
の
部
＝
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分
【
会
場
】

３０

３０

杉
並
区
社
会
福
祉
会
館
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―
７
）
【
対
象
】

１６

　

歳
以
上
の
区
民
で
全
日
参
加

６０で
き
る
方
（
昨
年
、
公
社
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
を
受
講
し
た
方
を

除
く
）
【
定
員
】
各
一
七
名

【
受
講
料
】
一
万
三
〇
〇
〇
円

【
使
用
機
種
】
日
立
プ
リ
ウ
ス

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
、

希
望
す
る
時
間
帯
（
午
前
か
午

後
を
指
定
）
も
書
い
て
、
５
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
杉
並

２３区
さ
ん
あ
い
公
社
管
理
課
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
７
杉
並
区
社
会
福
祉
会
館

１６六
階
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
公
社
管

理
課
�
５
３
０
６
‐
３
１
３
５

�
�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

へ
。

�
　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１２

１
時　

分
〜
４
時　

分
（
区
後

３０

５０

援
）
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）
【
内

２２

３２

容
】
�
コ
ン
ト
＝
元
ザ
・
ニ
ュ

ウ
ス
ペ
ー
パ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
・

松
崎
菊
也
さ
ん
「
こ
の
国
の
勘

違
い
を
問
う
」
�
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＝
憲
法
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
私
達
は

現
実
の
生
活
の
中
で
憲
法
を
ど

う
生
か
し
て
い
け
る
の
か
【
パ

ネ
リ
ス
ト
】
埼
玉
大
学
教
授
・

三
輪
隆
さ
ん
、
弁
護
士
・
石
井

小
夜
子
さ
ん
、
神
奈
川
大
学
教

授
・
ゲ
プ
ハ
ル
ト
・
ヒ
ル
シ
ャ

ー
さ
ん
【
定
員
】
一
四
〇
名

（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
五
〇

〇
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
憲
法

連
絡
会
事
務
局
・
東
本
�
３
３

３
４
‐
６
６
５
６
へ
。

�
　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１８

１
時　

分
〜
３
時
【
会
場
】
高

３０

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―　

―
３
）
【
講
師
】
こ

２０

ど
も
相
談
室
「
モ
モ
の
部
屋
」

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
内
田
良
子
さ

ん
【
対
象
】
三
歳
前
後
の
幼
児

の
保
護
者
【
定
員
】
三
〇
組

（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。　

�
　　

廃
材
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作

�
杉
並
憲
法
集
会　

憲
法
の
き
の
う
・

今
日
・
あ
し
た

一
度
は
聞
い
て
お
き
た
い
！

子
ど
も
の
ほ
め
方
・

し
か
り
方

大
工
さ
ん
に
習
お
う

り
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

２６

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
リ
サ
イ

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
【
定
員
】

六
名
【
参
加
費
】
七
〇
〇
円

（
教
材
費
含
む
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ

１５

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

�
　

聴
覚
障
害
者
お
よ
び
高
齢
難

聴
者
へ
の
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
方
法
を
学

び
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
�
要
約
筆

記
の
概
要
と
体
験
講
座
＝
５
月

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
４
時

２０

３０

　

分
�
要
約
筆
記
講
習
会
＝
６

３０月
６
日
〜　

月
３
日
の
毎
週
水

１０

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
（
８
月

８
・　

日
を
除
く
計
一
六
回
）

１５

【
会
場
】
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

【
対
象
】　

歳
以
上
の
区
内
在

１８

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
定

員
】
�
の
み
二
〇
名
【
参
加

費
】
無
料
（
�
の
み
二
五
〇
〇

円
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
障

１５

害
者
福
祉
会
館
運
営
協
議
会
事

務
局
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井

１６８

戸
東
４
―　

―
５
）
へ
。
申
し

１０

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
FAX

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

�
　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
・
講

要
約
筆
記
講
習
会

糖
尿
病
講
習
会

師
】
左
表
の
と
お
り
【
対
象
】

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
【
定

員
】
三
〇
名
（
先
着
順
）
【
参

加
費
】
三
〇
〇
円
（
食
材
料

費
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４

へ
。

講
座
・

　

講
演

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

催
し

＜糖尿病講習会＞

講師内容日時・会場

せんぽ東京高輪病院医師
出川　敏行

糖尿病の正しい知識と
アドバイス

５月２８日�
午後１時３０分～３時３０分
高井戸保健センター（高井戸東３‐２０‐３）

東京慈恵会医科大学附属病院
管理栄養士　蒲池　桂子

食品交換表の上手な利用の
しかた。外食の工夫、調味料
の使い方

６月４日�
午後１時３０分～３時３０分
高井戸保健センター　　　　　　　　　

高井戸保健センター
管理栄養士

楽しく続ける食事療法。１食
の量を確認してみよう（昼食
会）全員実習（持ち物：エプロ
ン・三角きん・食器用ふきん）

　　１１日�
午前１０時～午後１時
高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）

行 事

憲法週間

憲法は明るい
社会の道しるべ

５月１日～５月７日

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

５月のクリーンサイクルの販売日
５月７日�午後１時～。のぼり旗のある自転車販売
協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。一台９０００
円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
�問い合わせ：�杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２―２０８１/ＦＡＸ５３８２―２０８３
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�
　

【
第
一
次
試
験
日
】
７
月
８

日
�
【
採
用
見
込
数
】
約
一
〇

名
【
受
験
資
格
】
昭
和　

年
４

４２

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を
有

す
る
か　

年
４
月
１
日
ま
で
に

１４

取
得
見
込
み
の
方
【
申
込
書
配

付
場
所
】
都
内
各
区
教
育
委
員

会
ま
た
は
特
別
区
人
事
・
厚
生

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局

　

申
し
込
み
は
、
①
郵
送
＝
５

月
７
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
人
事
企
画

課
（
〒　

‐
０
０
７
３
千
代
田

１０２

区
九
段
北
１
―
１
―
４
）
へ
②

持
参
＝
５
月　

・　

日
に
特
別

１４

１５

区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
／
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

問
い
合
わ
せ
は
、
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員

会
事
務
局
人
事
企
画
課
採
用
選

考
担
当
�
５
２
１
０
‐
９
７
５

１
へ
。

�
　　

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
和
田
・
和
泉
・
松
ノ
木
・

常
勤（
非
常
勤
）看
護

婦
、介
護
職
、調
理
員
、

配
食
協
力
員

永
福
各
ふ
れ
あ
い
の
家
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
上
井
草
園
で

は
、
セ
ン
タ
ー
で
働
く
常
勤

（
非
常
勤
）
看
護
婦
（
士
）
、

非
常
勤
介
護
職
員
、
調
理
員
、

配
食
協
力
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

勤
務
時
間
、
職
種
な
ど
の
詳

細
は
、
各
セ
ン
タ
ー
や
園
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
ふ
れ
あ

い
の
家
（
和
田
＝
和
田
３
―　
５２

―
４
�
３
３
１
２
‐
９
５
５
６

／
和
泉
＝
和
泉
４
―　

―　

�

４０

３１

３
３
２
１
‐
４
８
０
８
／
松
ノ

木
＝
松
ノ
木
２
―　

―
３
�
３

１４

３
１
８
‐
２
６
６
０
／
永
福
＝

永
福
２
―　

―　

�
３
３
２
７

１４

２０

‐
５
８
１
１
）
／
上
井
草
園

（
上
井
草
３
―　

―　

�
３
３

３３

１０

９
４
‐
１
０
９
４
）
へ
。

�
　

【
勤
務
日
・
時
間
】
給
食
を

実
施
す
る
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
３
時　

分
（
実
働
六
時

１５

間
）
【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
時
給
】
一
一
四
〇
円
【
備

考
】
有
給
休
暇
、
健
康
診
断
、

被
服
貸
与
あ
り
。
交
通
費
支
給

（
月
額
一
万
円
限
度
）
。
社
会

保
険
全
員
加
入
。
一
年
任
用

（
二
回
ま
で
更
新
可
）

　

希
望
者
は
、
写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
に
調
理
パ
ー
ト
希
望
と

明
記
し
、
５
月　

日
ま
で
に
学

１０

校
運
営
課
職
員
係
（
区
役
所
東

棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

�
　

「
健
康
都
市
杉
並
」
の
実
現

に
む
け
て
７
月
か
ら
健
康
づ
く

り
地
区
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

住
民
参
加
に
よ
る
健
康
な
ま

�
区
立
学
校
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

給
食
調
理
補
助
パ
ー
ト

新
健
康
づ
く
り
推
進
員

　

あ
な
た
の
ま
ち
の
健
康
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
新

た
に
健
康
づ
く
り
推
進
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

【
内
容
】
▽
健
康
に
関
す
る

講
習
会
や
学
習
会
の
企
画
運
営

▽
地
域（
町
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ほ
か
）

の
方
々
と
の
交
流
勉
強
会
開
催

ほ
か
【
任
期
】
二
年
間
【
応
募

期
間
】
５
月
１
日
〜　

日
３１

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
各
保

健
セ
ン
タ
ー
へ（
受
け
付
け
後
、

申
し
込
み
用
紙
を
返
送
）。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。

※
原
則
と
し
て
、
住
所
地
の
地

区
会
で
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�
　　

【
募
集
戸
数
】
あ
き
家
＝
一

五
〇
〇
戸
／
新
築
＝
二
七
五
戸

／
他
＝
一
二
四
戸

　

た
だ
し
、
杉
並
地
区
で
新
築

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
一
部
単
身
者
が
申
し
込
み

で
き
る
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

　

【
対
象
】
次
の
①
か
ら
④
の

す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
に
か

ぎ
り
ま
す
。
①
都
内
に
居
住
す

る
成
年
者
で
、
そ
の
こ
と
が
住

民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ
と

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

③
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
以

下
で
あ
る
こ
と
④
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど

　

【
申
込
み
】
５
月
７
日
〜　
１４

日
（
休
日
を
除
く
）
の
間
に
、

住
宅
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）
、
各
区
民
事
務
所
お
よ
び

分
室
、
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
、
各
福
祉
事
務
所
で
配
布
す

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
（
５
月
７
日
〜　
１４

日
の
申
込
期
間
中
に
投
函
さ
れ

た
も
の
で
、
５
月　

日
ま
で
に

１７

渋
谷
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
が

都
営
住
宅（
あ
き
家
・
新

築
）
入
居
者

有
効
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課
ま

た
は
、
都
・
住
宅
局
管
理
部
募

集
課
�
５
３
５
２
‐
１
３
４
４

５
月
１
日
〜　

日
（
土
・
日
・

１４

祝
日
は
除
く
）
へ
。

��
　　

【
申
込
資
格
】
区
内
の
販
売

店
で　

年
１
月
１
日
以
降
に
購

１２

入
し
た
方
お
よ
び
購
入
予
定
の

方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
①
区
内
在
住
②
購
入
し

た
生
ご
み
処
理
機
を
区
内
で
継

続
し
て
使
用
で
き
る
③　

年
度

１３

中
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
購
入
費

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
【
助

成
金
】
本
体
購
入
価
格
の
二
分

の
一
（
上
限
二
万
円
）
【
助
成

予
定
件
数
】
五
〇
件

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
載
例
参
照
）

に
、
購
入
（
予
定
）
機
種
、
購

入
理
由
も
書
い
て
、
５
月　

日
３１

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
係
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。
当
選
通

知
を
受
け
た
後
に
、
領
収
書
ほ

か
必
要
書
類
を
添
え
て
助
成
金

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
生
ご
み
処
理
機
と
は
、
生
ご

み
を
温
風
乾
燥
や
微
生
物
分

解
な
ど
で
減
量
・
消
滅
さ
せ

る
機
器
で
、
肥
料
化
で
き
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
費
を
助
成
し
ま

す

＜健康づくり地区会エリア＞
担当地区会エリア担当保健センター

荻窪南地区、荻窪北地区（ＪＲ中央線を基軸）荻　窪�３３９１‐００１５

高井戸東地区、高井戸西地区（環八を基軸）高井戸�３３３４‐４３０４

阿佐谷地区、高円寺北・馬橋地区、高円寺中
央・和田・堀ノ内松ノ木地区高円寺�３３１１‐０１１６

井草地区上井草�３３９４‐１２１２

和泉地区和　泉�３３１３‐９３３１

掲示板
　

特
別
区（
東
京
二
三
区
）、
特

別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
、

特
別
区
競
馬
組
合
が
採
用
す
る

大
学
卒
業
程
度
の
能
力
を
有
す

る
職
員
の
採
用
候
補
者
を
決
定

す
る
た
め
、
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
（
採
用
は
、
原
則
と
し

て　

年
４
月
１
日
以
降
）
。

１４

　

【
第
一
次
試
験
日
】
６
月　
１７

日
�
【
試
験
区
分
・
受
験
資

格
】
左
表
の
と
お
り
【
試
験
案

内
（
申
込
書
）
の
配
布
場
所
】

職
員
課
人
事
係
（
東
棟
五

階
）
、
各
区
民
事
務
所
、
各
図

書
館
お
よ
び
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
【
申
込
方
法
】
①
郵

送
＝
５
月　

日
（
消
印
有
効
）

１１

ま
で
に
特
別
区
人
事
委
員
会
事

務
局
任
用
課
へ
②
持

参
＝
職
員
課
人
事
係

（
５
月　

〜　

日
）

１４

１７

ま
た
は
特
別
区
人
事

委
員
会
事
務
局
任
用

課
（
５
月　

〜　
１８

２２

日
）
へ
／
い
ず
れ
も

土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時

　

問
い
合
わ
せ
は
、

特
別
区
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課
採
用

係
�
３
２
６
１
‐
２

２
２
１
へ
（　

時
間

２４

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
）
。

＜特別区職員�類の試験区分・受験資格＞

主な受験資格
採用
予定数

試験区分

�昭和５５年４月
２日以降に生ま
れた方で、学校
教育法に基づく
大学（短期大学
を除く）を卒業
した方（平成１４
年３月までに卒
業見込みの方を
含む）又は、こ
れと同等の資格
があると特別区
人事委員会が認
める方

日本国籍を有する方で
�昭和４９年４月２日から昭和５５
年４月１日までに生まれた方

約２２５名事　務

約　２０名土木造園
（土木）

約　　５名土木造園
（造園）

約　１５名建　　築
約　１５名機　　械
約　１５名電　　気

国籍、学歴を問わず、
�昭和４７年４月２日から昭和５５
年４月１日までに生まれた方

社会福祉士、保育士または児
童指導員のいずれかの資格を
有する方

約　１５名福　　祉

日本国籍を有する方
�昭和４７年４月２日から昭和５５
年４月１日までに生まれた方

食品衛生監視員および環境衛
生監視員の資格を有する方

約　１５名衛生監視

（注）１．受験資格等の詳細については、試験案内を参照してください。
　　２．�類事務は、点字でも受験できます。

特
別
区
職
員
Ⅰ
類
採
用
試
験

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
区
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の
里

区
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の
里

あ
き
室
待
ち
登
録
者
募
集

あ
き
室
待
ち
登
録
者
募
集

　住民満足度調査（速報）
　　　　　　　　について

　１月末から区民の皆さん約６０００人の
ご協力をいただいて実施しました住民
満足度調査の速報結果が出ましたので
お知らせします。
　調査対象となった区の九種類の行政
サービスを通じて総合的に「満足」の
レベルでした。
　特に南北交通バス「すぎ丸」と「児
童交通公園」の満足度が高かったとこ
ろですが、個別の質問項目では「サー
ビス実施の時間・曜日」や「サービス
供給量」などで満足度の低いサービス
がありました。
　最終報告は５月末頃にまとまる予定
ですので、詳細についてはその後お知
らせします。
　ご協力ありがとうございました。
－問い合わせは、区政相談課へ。
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�
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�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
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み
ど
り
の
里
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
設
置
し
た
高
齢
者

住
宅
で
す
。

　

今
回
は
、
既
に
開
設
し
て

い
る
み
ど
り
の
里
の
「
あ
き

室
待
ち
登
録
者
」
を
募
集
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
き
室
が

で
き
た
と
き
に
入
居
で
き
る

方
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
も
の
で
す
。

　

【
登
録
期
間
】
７
月
１
日

〜　

年
６
月　

日
（
登
録
期

１４

３０

間
内
に
あ
き
室
が
出
な
い
と

入
居
で
き
ま
せ
ん
）
【
募
集

数
】
単
身
世
帯
用
＝
二
七

名
、
二
人
世
帯
用
＝
一
三
名

【
対
象
】
次
の
①
か
ら
⑤
の

す
べ
て
を
満
た
す
方
①　

歳
６５

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
。
ま
た
は　

歳
以
上
の
方

６５

と　

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ

６０
れ
て
い
る
二
人
世
帯
の
方

（
夫
婦
ま
た
は
親
子
な
ど
の

二
親
等
以
内
の
血
族
に
限

る
）
②
現
在
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
③
区
内
に
引
き
続

き
二
年
以
上
住
ん
で
い
る
方

④
自
立
し
て
生
活
が
営
め
る

方
、
ま
た
は
常
時
の
介
護
を

必
要
と
す
る
場
合
は
、
そ
の

状
況
に
応
じ
た
介
護
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
独
立
し
た

生
活
が
営
め
る
方
⑤　

年
１

１１

月
〜　

月
ま
で
の
世
帯
の
所

１２

得
が
、
単
身
世
帯
＝
三
二
一

万
六
〇
〇
〇
円
以
下
／
二
人

世
帯
＝
三
五
九
万
六
〇
〇
〇

円
以
下
の
方
【
住
宅
の
予
定

使
用
料
（
月
額
）
】
単
身
世

帯
＝
一
万
五
三
〇
〇
円
〜
四

万
六
〇
〇
円
／
二
人
世
帯
＝

一
万
九
七
〇
〇
円
〜
五
万
七

五
〇
〇
円
【
抽
選
日
】
５
月

　

日
２５
　

申
し
込
み
は
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
７

日
〜　

日
ま
で
の
消
印
が
あ

１４

り
、
５
月　

日
ま
で
に
杉
並

１６

郵
便
局
に
届
い
た
も
の
が
有

効
で
す
。

※
申
込
書
は
、
５
月
７
日
〜

　

日
ま
で
住
宅
課
（
区
役

１４所
西
棟
五
階
）
、
各
区
民

事
務
所
及
び
分
室
、
荻
窪

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
各

福
祉
事
務
所
で
配
布
し
ま

す
。

◇
あ
き
室
待
ち
登
録
の
決
定

　

抽
選
後
、
資
格
審
査
を
行

い
登
録
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整

備
部
住
宅
課
へ
。
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��
今
回
の
標
準
接
種
生
年
月
日

　

一
回
目
＝　

年
６
月
１
日
〜

１２

　

月　

日
生

１１

３０

　

二
回
目
＝　

年　

月
１
日
〜

１１

１２

　

年
５
月　

日
生　

１２

３１

　

【
日
時
・
会
場
】
下
表
の
と

お
り
（
個
別
の
通
知
は
し
ま
せ

ん
。
今
回
の
追
加
接
種
を
受
け

ら
れ
な
い
方
は
、
次
回
秋
の
接

種
と
な
り
ま
す
）

　

予
防
接
種
冊
子
の
中
の
ポ
リ

オ
の
予
診
票
を
切
り
離
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
母
子
手

帳
を
持
っ
て
お
近
く
の
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

転
入
さ
れ
た
方
、
お
よ
び
７

歳
６
カ
月
未
満
で
未
接
種
の
方

は
、
各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
母
子
手
帳
持
参
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
予
防

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

（
予
備
日
）

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

へ
。

※
発
熱
・
下
痢
・
急
性
疾
患
な

ど
当
日
の
予
診
結
果
に
よ
っ

て
は
接
種
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

�
　

【
日
時
】
５
月
９
日
�
午
後

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
建

築
監
理
係
へ
。

※
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

�
　

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
事
に
関
し
、
心
理
学
的
な

立
場
か
ら
適
切
な
指
導
・
助
言

を
行
い
ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤 

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

女
性
総
合
相
談

―
５
月
か
ら
心
の

相
談
を
始
め
ま
す
―

・
在
学
の
方
【
日
時
】
毎
週
金

曜
日
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

（
祝
日
を
除
く
）
【
場
所
】
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
相
談
室

（
荻
窪
１
―　

―
３
）

５６

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
相
談
室
�
３

３
９
３
‐
４
７
１
３
（
火
曜
〜

土
曜
午
前　

時
〜
午
後
４
時
受

１０

付
）
へ
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

��
　
　

年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

１３
民
税
（
特
別
徴
収
分
）
の
税
額

通
知
書
を
５
月　

日
付
け
で
特

１０

別
徴
収
義
務
者
（
給
与
支
払

者
）
へ
お
送
り
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
課
税
課

へ
。

�
　

８
月
１
日
�
か
ら　

日
�
ま

１０

で
、
工
事
の
た
め
ホ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ル
以
外

の
施
設
は
、
通
常
ど
お
り
使
用

で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
へ
。

�
　

そ
の
後
の
経
過
、
今
後
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１８

７
時
〜
【
会
場
】
勤
労
福
祉
会

館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

税
額
通
知
書
を発送

し
ま
す

�
セ
シ
オ
ン
杉
並

ホ
ー
ル
工
事
の
お
知
ら
せ

�
日
産
自
動
車
荻
窪
工
場

跡
地

（
桃
井
三
丁
目
）の
土
地

利
用
と
土
壌
等
の
問
題

に
関
す
る
説
明
会

　

土
地
利
用
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
都
市
計
画
課
へ
。

　

土
壌
な
ど
の
問
題
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
へ
。

�
　

自
宅
の
敷
地
内
に
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
を
修
繕
す
る
た
め

の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
改
正

さ
れ
、
受
付
窓
口
も
、
建
築
課

か
ら
住
宅
課
に
変
わ
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、「
杉
並
区
住
宅
修

築
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」

で
、
住
宅
の
修
繕
と
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
住
宅
本
体

と
同
時
に
行
う
工
事
で
も
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
単
独
の
修
繕
で
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課

へ
。

　

な
お
、
道
に
面
し
た
敷
地
部

分
を
生
け
垣
化
な
ど
緑
化
す
る

場
合
は
、
公
園
緑
地
課
で
実
施

し
て
い
る
「
接
道
部
緑
化
助
成

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地
課
み
ど

り
の
係
へ
。

�
　

書
類
と
手
続
き
な
ん
で
も
相

談
、
労
働
・
社
会
保
険
相
談
、

行
政
相
談
の
三
つ
の
相
談
会
を

合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１１

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー
【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
書
士

会
杉
並
支
部
�
０
１
２
０
‐
５

６
７
‐
５
３
７
／
社
会
保
険
労

務
士
会
中
野
・
杉
並
支
部
�
３

３
８
０
‐
２
４
６
１
／
区
役
所

区
政
相
談
課
へ

�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
修
繕
工
事

融
資
あ
っ
せ
ん
の窓口

変
更

行
政
に
関
す
る合同

相
談
会

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

盲
人
会
館
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

２
南
荻
窪
３
―　

―　

）
で

２８

１０

は
、
杉
並
区
視
覚
障
害
者
福
祉

協
会
が
、
区
の
委
託
を
受
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
盲
人
会
館
�
３
３
３
３
‐

３
４
４
４
へ
。

�
　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
三
療

（
ハ
リ
･
マ
ッ
サ
ー
ジ
･
き
ゅ

う
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
９

�
一
般
の
方
を
対
象
に

ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

時
（
受
け
付
け
は
午
後
７
時
ま

で
）
【
休
業
日
】
毎
週
水
曜
日

と
第
三
月
曜
日
【
費
用
】
一
術

＝
初
回
四
〇
〇
〇
円
、
二
回
目

以
降
（
三
カ
月
有
効
）
三
六
〇

〇
円
／
二
術
＝
初
回
五
五
〇
〇

円
、
二
回
目
以
降
（
三
カ
月
有

効
）
五
〇
〇
〇
円

◇
三
療
施
術
者
を
募
集

　

ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
き
ゅ

う
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
視
覚

障
害
者
で
、
自
営
ま
た
は
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
て
仕
事
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

�
　

視
覚
障
害
者
な
ど
を
対
象
に

各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

【
内
容
】
左
上
表
の
と
お
り

【
参
加
費
】
無
料
（
教
材
費
は

自
己
負
担
）

　

点
字
・
ワ
ー
プ
ロ
を
覚
え
て

視
覚
障
害
者
を
援
助
し
た
い
と

思
う
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
は
電
話
で
、
５
月

　

日
ま
で
に
、
同
会
館
へ
。

１０�
　

視
覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
館
内
で

点
字
複
写
機
、
録
音
機
、
盲
人

用
ワ
ー
プ
ロ
、
弱
視
者
用
拡
大

読
書
機
、
調
理
機
器
な
ど
を
お

貸
し
し
ま
す
。

�
　

外
出
時
に
付
き
添
い
の
得
ら

れ
な
い
視
覚
障
害
者
に
、
歩
行

介
助
す
る
介
護
人
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。 各

種
教
室

施
設
・
各
種
機
器
の
提
供

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

＜春のポリオ予防接種 予備日＞

会場日程

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）５月２５日�

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）１１・２５日�

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）　　１８日�

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）１６・２３日�

和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）　　１１日�

（注）１．各会場とも午後１時１５分～２時
３０分（時間厳守）　２．接種の開始
は午後１時３０分からです。受付後、
体温測定・予診票の確認をおこなっ
たうえで接種しますので必ず２時
３０分までにお越しください　３．車
での来場はご遠慮ください

＜盲人会館の各種教室＞

開催日教室名（定員）

６月～１４年２月の第１～３
火曜日と１・２月の第４火
曜日（８、１月の第１火曜日
を除く）の午前１０時～正午
（計２５回）

点　字
（２０名）Ａ

５月３０日、６月６・１３・２７日、
７月４・１８日の午前１０時～
正午（計６回）

パソコン
初級入門
（６名）

Ｂ

６月、１１月の第４水曜日の
午後１時３０分～３時３０分
（計２回）

三　療Ｃ

５月～１４年３月の第３水曜
日（８月を除く）の午前１０時
３０分～午後１時３０分（計１０
回）

料　理
（１５名）Ｄ

※Ａ・Ｂはボランティアも参加できます。Ｂ＝
機器持ち込みできる方は定員外で若干名受け
入れ可能。Ｃ＝三療資格が必要。定員を超え
た場合は、抽選。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

団
体
の
皆
さ
ん
の
企
画
を
募

集
し
ま
す
。
形
式
は
、
講

座
、
講
演
会
、
映
画
な
ど
自

由
で
す
（
選
考
結
果
は
７
月

下
旬
に
通
知
予
定
）
。

　

【
実
施
会
場
】
ゆ
う
杉
並

（
荻
窪
１
―　

―
３
）
【
実

５６

施
時
期
】
９
月
か
ら　

年
２

１４

月
末
ま
で
【
応
募
資
格
】
�

五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
構

成
員
の
三
分
の
二
以
上
が
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
あ

る
こ
と
�
政
治
活
動
ま
た
は

営
利
活
動
を
目
的
と
す
る
団

体
で
な
い
こ
と
な
ど

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
企

画
書
（
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
を
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま

３０

で
に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪

１６７

１
―　

―
３
）
へ
。

５６

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１

０
へ
。

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
区
民
企
画
事
業

�
ご
利
用
く
だ
さ
い　

盲
人
会
館

休
日
な
ど
に
急
病
の
と
き
は
…

�
急
に
熱
が
出
た
…

　

休
日
等
夜
間
急
病
診
療
テ

レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

１
‐
１
５
９
９
へ
。

　

急
病
に
限
り
、
ま
ず
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の

テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
休

日
等
夜
間
急
病
診
療
所
（
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
二
階
）
や

急
病
診
療
医
療
機
関
（
当
番

制
）
の
紹
介
を
し
た
り
、
医

師
が
急
病
の
相
談
に
応
じ
ま

す
（
聴
覚
障
害
を
お
持
ち
の

方
は
、
フ
ァ
ク
ス　

３
３
９

FAX

１
‐
６
０
９
９
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
）
。

　

【
診
療
科
目
】
内
科
、
小

児
科
、
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科

【
受
付
時
間
】
土
曜
日
＝
午

後
１
時
〜
９
時　

分
／
日

３０

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
午

前
９
時
〜
午
後
９
時　

分
３０

�
歯
が
痛
い
と
き
は
…

　

歯
科
休
日
急
病
診
療
所

（
杉
並
保
健
所
三
階
）
�
３

３
９
８
‐
５
６
６
６
へ
。

　

急
病
に
限
り
、
ま
ず
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

【
受
付
時
間
】
日
曜
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
＝
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

�
処
方
せ
ん
に
よ
る
調
剤
が

必
要
な
と
き
は
…

　

休
日
等
夜
間
調
剤
薬
局

（
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
地
下

一
階
）
�
３
３
９
１
‐
５
５

３
９
へ
。

　

【
受
付
時
間
】
土
曜
日
＝

午
後
１
時
〜　

時
／
日
曜

１０

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
午

前
９
時
〜
午
後　

時
１０

※
①
往
診
は
行
い
ま
せ
ん
②

い
ず
れ
も
受
診
の
際
は
、

健
康
保
険
証
・
老
人
医
療

証
や
そ
の
他
医
療
証
（
コ

ピ
ー
不
可
）
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

〒１６７‐００５１　杉並区荻窪５－２０－１
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�
　

５
月
１
日
〜　

日
ま
で
の

３１

間
、
赤
十
字
の
社
資
の
募
集
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
区
内
で
二
三
五
四
万

円
余
り
の
温
か
い
善
意（
社
資
）

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
社
資
は
、
国
際
救

援
活
動
を
は
じ
め
、
災
害
救

護
、
献
血
な
ど
の
事
業
推
進
の

た
め
の
貴
重
な
資
金
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
社
員増強

運
動
月
間

　

今
年
度
も
、
期
間
中
に
皆
さ

ん
の
お
宅
に
赤
十
字
協
賛
委
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
福
祉

係
へ
。

�
　

税
制
改
正
に
よ
り
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
一
戸
建
以
外
の
住
宅
を

貸
付
け
て
い
る
個
人
事
業
税
に

か
か
る
認
定
基
準
を
一
五
室
以

個
人
事
業
税
に
お
け
る

ア
パ
ー
ト
等
の
不
動
産

貸
付
業
の
認
定
基
準
が

変
わ
り
ま
し
た

上
と
す
る
特
例
措
置
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

年
度
（　

年
分
所
得
）
か

１３

１２

ら
、
一
〇
室
以
上
の
貸
付
け
を

行
っ
て
い
る
方
も
個
人
事
業
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、

　

年
８
月
に
納
税
通
知
書
を
送

１３付
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
都
税

事
務
所
事
業
税
課
個
人
事
業
税

係
�
３
３
９
３
‐
１
１
７
１
内

線
２
０
１
へ
。

�★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

★ 
菖
蒲 
湯
の

し
ょ
う
ぶ

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。
大
人
の
方
に
は
福

引
き
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

【
日
時
】
５
月
５
日
�
午
後

４
時
〜
終
業
ま
で
【
会
場
】
区

内
の
各
公
衆
浴
場
【
問
合
せ
】

都
公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
・

石
原
�
３
３
３
４
‐
８
４
０
２

（
正
午
以
降
）

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ふ
す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え　

　
 
爽 
や
か
な
お
部
屋
づ
く
り
に

さ
わ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
枚
か
ら
承
り
、
見
積
り
に

伺
い
ま
す
。

　

【
費
用
】
ふ
す
ま
は
、
表
一

面
一
九
〇
〇
円
か
ら
。
障
子

は
、
一
枚
一
五
〇
〇
円
か
ら

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話

で
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

荻
窪
分
室
�
３
２
２
０
‐
９
８

０
４

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習

　

【
期
間
】
�
７
月
５
日
�
〜

８
月
１
日
�
（
一
八
日
間
）
�

７
月　

日
�
〜
８
月　

日
�

１３

１０

（
一
五
日
間
）
【
時
間
】
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
【
会
場
】
東

１０京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

（
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―　

―
１０

３
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
）

【
コ
ー
ス
名
】
�
植
木
の 
剪
定 

せ
ん
て
い

（
初
級
）
�
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

三
級
【
対
象
】　

歳
以
上
で
、

６０

講
習
終
了
後
、
�
杉
並
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入

会
し
、
就
業
で
き
る
方
【
外
部

実
習
】
�
は
東
京
芸
術
大
学

（
台
東
区
上
野
）
【
定
員
】
選

考
に
よ
り
若
干
名
【
受
講
料
】

無
料
【
申
込
み
・
問
合
せ
】
往

復
ハ
ガ
キ
（
４
面
ハ
ガ
キ
記
載

例
参
照
）
で
、
５
月　

日
（
必

１７

着
）
ま
で
に
東
京
都
高
齢
者
事

業
振
興
財
団
（
〒　

‐
０
０
７

１０２

２
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―　

―
１０

３
）
�
５
２
１
１
‐
２
３
２
７

★
救
世
軍
ブ
ー
ス
記
念
病
院

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
感
謝

し
、「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
前

２６

　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

１０行
）
【
会
場
】
ブ
ー
ス
記
念
病

院
前
庭
（
和
田
１
―　

―
５
）

４０

【
内
容
】
健
康
ま
つ
り
＝
無
料

各
種
検
査
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
・

リ
ハ
ビ
リ
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
医

療
機
器
展
示
、
健
康
セ
ミ
ナ

ー
、
バ
ザ
ー
・
模
擬
店
ほ
か

【
申
込
み
】
希
望
者
は
、
直
接

会
場
へ
【
問
合
せ
】
救
世
軍
ブ

ー
ス
記
念
病
院
�
３
３
８
１
‐

７
２
３
６

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
）

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
後

１９

２
時
〜
４
時
／
６
月
９
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
１
時
／
７
月　
２０

日
�
午
後
４
時
〜
７
時
／
８
月

　

日
�
午
後
１
時
〜
５
時
／
９

１９

月
１
日
�
午
後
２
時
〜
４
時

（
全
五
回
）
【
会
場
】
都
立
中

野
養
護
学
校
【
定
員
】
三
〇
名

【
費
用
】
一
五
〇
〇
円
【
申
込

み
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
ハ
ガ

キ
記
載
例
参
照
）
で
、
５
月
８

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
都
立
中

野
養
護
学
校
（
〒　

‐
０
０
１

１６４

４
中
野
区
南
台
３
―　

―　

）

４６

２０

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
【
問
合
せ
】
同
養
護

学
校
�
３
３
８
４
‐
７
７
４
１

★
少
年
相
談
所
の
開
設

　

子
ど
も
の
非
行
化
、
し
つ
け

や
行
動
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

全
般
に
応
じ
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
〜
５

１８

月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
５

２０

１０

時
【
会
場
】
西
武
百
貨
店
池
袋

店
七
階
く
ら
し
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
【
参
加
費
】
無
料
【
申
込

み
】
当
日
直
接
会
場
へ

▽
電
話
に
よ
る
相
談
も
実
施
し

ま
す
（
常
設
）

　

【
開
設
時
間
】
平
日
（
月
〜

金
）
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

８
時
／
土
・
日
・
祝
＝
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
【
相
談
】

３０
警
視
庁
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー

（
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー

ナ
ー
）
�
３
５
８
０
‐
４
９
７

０
【
問
合
せ
】
警
視
庁
少
年
育

成
課
少
年
相
談
係
�
３
５
８
１

‐
４
３
２
１

★
都
立
松
沢
病
院

　
　
　

薬
剤
科
臨
時
職
員
募
集

　

【
勤
務
地
】
都
立
松
沢
病
院

（
世
田
谷
区
上
北
沢
２
―
１
―

１
）
【
勤
務
日
数
・
時
間
】
月

　

日
程
度
・
原
則
午
前
９
時
〜

１５午
後
５
時
（
８
時
間
・
応
談

可
）
【
職
種
】
薬
剤
師
【
募
集

人
数
】
若
干
名
【
日
給
】
一
万

九
〇
〇
円
・
月
末
一
括
支
払
い

【
問
合
せ
】
同
病
院
薬
剤
科
�

３
３
０
３
‐
７
２
１
１
内
線
３

７
０
０
田
中

＜図書館の臨時休館日＞

休館日図書館名

５月１４日�～１８日�高井戸（高井戸東１‐
２８‐１�３２９０‐３４５６）

５月２１日�～２５日�　下井草（下井草３‐２６
‐５�３３９６‐７９９９）

５月２８日�～６月１日�南荻窪（南荻窪１‐１０
‐２�３３３５‐７３７７）

６月４日�～８日�阿佐谷（阿佐谷北３‐
３６‐１４�５３７３‐１８１１）

６月１１日�～１６日�西　荻（西荻北２‐３３
‐９�３３０１‐１６７０）

６月１８日�～２２日�成　田（成田東３‐２８
‐５�３３１７‐０３４１）

６月２５日�～３０日�宮　前（宮前５‐５‐
２７�３３３３‐５１６６）

７月２日�～７日�高円寺（高円寺南２‐
３６‐２５�３３１６‐２４２１）

７月９日�～１３日�柿　木（上井草１‐６
‐１３�３３９４‐３８０１）
※中央・永福図書館は、別途実施予定。日程が決ま
り次第お知らせします。

問い合わせ主な内容日　　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

選挙管理委員
会事務局

在外選挙人名簿への登録に
ついて等

午後　
１０時～

５月
８日�

選挙管理委員会
定例会 選挙事務従事者の委嘱につ

いて等
午後　
１時～

５月
１５日�

定時登録縦覧場所等の告示
について等

午前　
１０時～

５月
２２日�

※日時は変更する場合があります。

５
月
〜
９
月
は
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

　

昨
年
は
、
注
意
報
発
令
が
、

一
三
回
と
多
い
年
で
し
た
。
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
は
そ
の

年
の
気
象
状
況
に
よ
り
毎
年
異

な
り
ま
す
が
、
今
年
も
長
期
予

報
で
は
平
年
並
み
の
暑
さ
と
い

う
こ
と
で
、
多
い
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

▽
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し

た
ら

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天

で
風
が
弱
く
気
温
が
高
い
と
き

に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
、

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
区
内
一
一
九
カ
所
に
あ
る

防
災
行
政
無
線
屋
外
放
送
塔
の

霧
笛
音
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
下
図
）
。
そ
の
ほ
か
、
区
の

施
設
や
薬
局
に
「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
発
令
中
」
の
垂
れ

幕
を
掲
出
し
ま
す
。

　

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
屋
外
で
の
運
動
は
控
え
、

な
る
べ
く
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
動
車

の
使
用
も
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
被
害
に
あ
っ
た
と
き

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の

ど
が
痛
く
な
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い
を
し
ま
し

ょ
う
。
息
苦
し
い
と
き
は
、
涼

し
い
と
こ
ろ
で
安
静
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
被
害
に
あ
っ
た
と
き

は
、
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策

係
へ
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

図
書
館
の
臨
時
休
館

　

各
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の
点

検
な
ど
を
行
う
た
め
、
左
表
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
図
書

館
�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４
ま

た
は
各
図
書
館
へ
。

JR阿佐ケ谷駅前では、４月６日から始まっ
た春の交通安全運動期間にちなんで「交通
安全花まつり」が開かれました。高南中学
校吹奏楽部の演奏や蚕糸太鼓の勇壮な響き
に、集まった１０００人の観客から大きな拍手
がわき起こりました。― ―４月８日、写す。

交通安全を呼びかけよう

　

区
役
所
閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
）
に
地
下

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
時
間
は
、

午
前　

時
〜
午
後
８
時
ま
で
。
た
だ
し
、
入
口

１０

は
午
後
７
時
に
閉
ま
り
ま
す
。

　

利
用
料
金
は
、
初
め
の
一
時
間
が
三
〇
分
毎

に
一
五
〇
円
、
一
時
間
を
超
え
る
と
三
〇
分
毎

に
二
〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
経
理
課
庁
舎
管
理
係
へ
。

区
役
所
地
下
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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�

�杉並区卓球選手権大会
　【日時】６月１０日�午前９時～午後９時（区共催）【会場】高円寺体育館（高円
寺南２‐３６‐３１）【種目】男女別シングルス（年代別）・ダブルス【対象】区内在
住・在勤・在学の方または区内のクラブに所属し東京卓球連盟に加盟している方
【参加費】シングルス６００円（高校生以下４００円）、ダブルス１２００円【申込み】参加
種目・住所・氏名・年齢・性別・電話番号、所属チーム（あれば）を書いて、５
月３０日（必着）までに参加費（定額小為替か切手または現金書留）を添えて、区
卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１�タマス）へ【問合せ】同連
盟・大沼�３３１４‐６６２４（午前９時～午後５時）
� 区民体育祭秋季大会
◇軟式野球（学童の部）
　【日時】６月１０日�～【会場】塚山公園野球場（下高井戸５‐２３‐１２）ほか
【対象】区内在住・在学の小学生で編成されたチーム【参加費】１チーム５０００円
【申込み】５月１３日�午前９時～正午までに、参加費を持ってセシオン杉並（梅
里１‐２２‐３２）へ【問合せ】区少年軟式野球連合協議会・樋口�０４８９‐８８‐１４９８
（午前９時～午後５時）、�５３４０‐２８６７（午後７時～９時）
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ソフトバレーボール
　【日時】６月１０日�午前９時～午後７時【会場】上井草スポーツセンター体育
館（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学で中学生以上の男女【種
目】ハッスルの部・和気あいあいの部（いずれも男子・女子・混成チームの部あ
り）【定員】３６チーム（１チーム６名、個人参加も可）【参加費】５００円【申込み】
所定の申込用紙（各体育館にあります）に必要事項を記入のうえ、５月２５日まで
に現金書留で参加費を添えて区ソフトバレーボール連盟・粕谷泰右（〒１６６‐００１１
梅里２‐４０‐1７‐１１０２）へ【問合せ】同協会・亀山�５９３８‐８３３１
�

�

�初心者水泳教室 ○す１２６０
　【日時】６月４日～６月２９日毎週月・金曜日午後７時～９時（計８回）【会場】
上井草スポーツセンター温水プール【対象】区内在住・在勤・在学の１６歳以上６０
歳未満の方【定員】６４名【参加費】３７００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記
入例参照）で５月１１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井
草３‐３４‐１）へ。　申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同スポーツセンター
�３３９０‐５７０７【備考】託児（３歳から就学前）あり
� ソフトバレーボール ○す１２７１
　【日時】６月５日～７月１０日の毎週火曜日午前１１時～午後１時（計６回）【会
場】妙正寺体育館【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】４０名【参加費】１２００
円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で５月１１日（必着）までに妙
正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問
合せ】同体育館�３３９９‐４２２４【備考】車での来場はご遠慮ください
� 着衣泳体験講習会 ○す１２４９
　【日時】６月３日�午後７時～９時【会場】杉並第十小学校温水プール【対 
象】区内在住・在勤・在学で、小学生以上の方（中学生以下は引率者が必要です）
【定員】１００名【参加費】５００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）

競技大会

スポーツ教室　○す …すぽーつねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、５月１日午前８時
からハガキの締切日の午後１１時までです。

で、５月１１日（必着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２和田３‐５５
‐４９）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同温水プール�３３１８‐８７６３
【備考】車･バイクでの来館はご遠慮ください
�フォークダンス初心者講習会
　【日時】６月６日～７月４日毎週水曜日（６月２０日を除く）午前１１時～午後１
時（区共催）【会場】荻窪体育館小体育室（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内在住・
在勤・在学で経験年数２年未満の方【定員】３０名【参加費】無料【申込み】往復
ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に経験年数も書いて、５月１６日（必着）までに
区フォークダンス連盟・志賀恭子（〒１６７‐００５１荻窪３‐２５‐１１）へ。申込み多数
の場合は、抽選【問合せ】同連盟・木村�３９９８‐２１０７（火・水・木以外）【備考】
当日は動きやすい服装で、上履き（かかとの低い靴）を持参
�親子キャンプ教室
　夏休みに向けて親子でキャンプをしてみませんか？初心者でも安心、講師がテ
ントの張り方や野外炊事などキャンプの基本を教えます。
　【日時】６月９日�～１０日�の１泊２日【会場】高原パーク横瀬（埼玉県秩父
郡横瀬町・西武鉄道芦ヶ久保駅から徒歩４０分程度）【対象】区内在住・在学の小学
生とその親（親の在勤可）【定員】４５名【参加費】１人につき７０００円【申込み】往
復ハガキに、教室名、住所、参加者全員の氏名（フリガナ）、生年月日、性別、電
話番号、子どもの学年、集合方法（現地集合解散のため、車か電車の別）、テント
をお持ちの方で持参する方はその旨を書いて、５月１４日（必着）までに杉並区ス
ポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ。
申込み多数の場合は、抽選【問合せ】同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
�フィットネスセミナー 中高年のためのフィットネス～らくらく体力アップ～
　【日時】５月２３日�午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム【対象】区内在住・在勤の４０歳以上の方【定員】２０名【参加費】無
料（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、
５月１０日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐
１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター�３３９０‐５７０７【その
他】セミナー開催中は一般利用できません
�

�杉並区民ヤマベ釣り大会
　【日時】５月１３日�午前５時３０分出発（小雨決行・区共催）【集合場所】ＪＲ荻
窪駅北口青梅街道天沼陸橋【会場】静岡県瀬戸川または朝比奈川【交通】大型貸
し切りバス２台【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】６０名【参加費】大人
６５００円、中学生以下３０００円（保険料・バス代・入漁料・えさ代含む）【申込み・問
合せ】電話またはハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、５月７日（必着）までに
区釣魚連合会・橋本（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル１０１�
３３１４‐５３４５／午前９時～午後５時）【備考】�雨具、長靴、昼食は各自持参�中学
生以下は高校生以上の同伴が必要です
�レッツ・トライ・ニュースポーツ
　【日時・内容】下表のとおり【会場】高井戸小学校体育館（高井戸西２‐２‐
１）【参加費】無料【申込み】当日直接会場へ【備考】運動しやすい服装で、体育
館履きを持参【問合せ】社会体育係または体育指導委員・谷田部�３３３４‐０６１４

その他

〈レッツ・トライ・ニュースポーツ〉
内容実施日

フライングディスク（フリスビー）５月１２日・２６日、６月９日
講演会「ぜい肉を落とす」、健康体操７月１４日
シャフルボード、ユニカール９月８日・２２日

※いずれも土曜日の午後６時～８時３０分。
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れ
ば
い
い
の
？

問い合わせは…
交通対策課または各警察署（杉並�
３３１４‐０１１０／高井戸�３３３２‐０１１０／
荻窪�３３９７‐０１１０）へ。


